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定
例
会
議
案
審
議

民生教育常任委員会現地調査（タブレット端末等を活用した学習について）

　
令
和
２
年
12
月
日
光
市
議
会
定
例
会
を
11
月
30
日
か
ら
12
月
16
日
ま
で
、
17
日
間
の
会
期
で
開
催

し
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
審
議
し
た
案
件
は
、
報
告
１
件
、
執
行
部
提
出
議
案
44
件
、
陳
情
１
件
で

し
た
。
採
決
に
お
い
て
、
議
員
間
で
賛
否
が
分
か
れ
た
案
件
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
一
般
質
問
は
12
月
10
日
〜
11
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
12
名
の
議
員
が
17
項
目
に
つ
い
て
行
い
ま

し
た
。

　
月
定
例
会
で
審
議
し
た
議
案
と
結
果

12

議 会 活 動 の 様 子

事　

  

件

議
決
結
果

件　
　
　
　
　
　
　
　
　

名

市
長
の
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

[

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解]

報　
　

  

告

第

11

号

報　
　

告

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
議
会
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

日
光
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議      

案

第

99

号

原
案
適
任

日
光
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
日
光
市
一
般
職
の
任
期

付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

議      

案

第

100

号

議      

案

第

101

号

原
案
可
決

原
案
可
決

日
光
市
税
外
諸
収
入
督
促
手
数
料
等
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

議      

案

第

103

号

原
案
可
決

日
光
市
杉
並
木
公
園
ギ
ャ
ラ
リ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

議      

案

第

104

号

原
案
可
決

原
案
可
決

日
光
市
違
法
駐
車
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

議      

案

第

105

号

原
案
可
決

日
光
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

議      

案

第

106

号

原
案
可
決

地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す

る
法
律
第
25
条
に
規
定
さ
れ
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議      

案

第

110

号

日
光
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議      
案

第

109

号

原
案
可
決

日
光
市
キ
ャ
ン
プ
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議      

案

第

108

号

原
案
可
決

日
光
市
集
会
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議      

案

第

107

号

原
案
可
決

日
光
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議      

案

第

102

号

原
案
可
決

日
光
市
道
路
構
造
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議      

案

第

111

号

原
案
可
決
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定
例
会
議
案
審
議

日
光
市
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー「
鬼
怒
川
公
園
岩
風
呂
」の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

議      

案

第

118

号

原
案
可
決

日
光
市
上
三
依
水
生
植
物
園
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議      

案

第

119

号

原
案
可
決

日
光
市
土
呂
部
キ
ャ
ン
プ
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議      

案

第

120

号

原
案
可
決

日
光
市
日
光
運
動
公
園
等
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議      

案

第

126

号

原
案
可
決

日
光
市
上
栗
山
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
及
び
日
光
市
上
栗
山
温
泉
共
同
浴
場

「
開
運
の
湯
」の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議      

案

第

121

号

原
案
可
決

日
光
市
西
川
運
動
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議      

案

第

127

号

原
案
可
決

日
光
市
今
市
運
動
公
園
等
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議      

案

第

125

号

原
案
可
決

日
光
市
今
市
中
央
公
園
等
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議      

案

第

124

号

原
案
可
決

日
光
市
川
俣
湖
温
泉
共
同
浴
場「
上
人
一
休
の
湯
」の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

議      

案

第

123

号

原
案
可
決

日
光
市
平
家
の
里
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議      

案

第

122

号

原
案
可
決

原
案
可
決

日
光
市
自
然
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー「
安
ら
ぎ
の
森　

四
季
」の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

議      

案

第

112

号

原
案
可
決

日
光
市
日
光
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議      

案

第

113

号

原
案
可
決

日
光
市
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー「
か
た
く
り
の
湯
」の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

議      
案

第

114

号

原
案
可
決

原
案
可
決

日
光
市
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー「
日
光
温
泉
」及
び
日
光
市
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー

「
や
し
お
の
湯
」の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議      

案

第

115

号

原
案
可
決

日
光
市
日
光
郷
土
セ
ン
タ
ー
等
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議      

案

第

116

号

日
光
市
霧
降
高
原
キ
ス
ゲ
平
園
地
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議      

案

第

117

号

事　

  

件

議
決
結
果

件　
　
　
　
　
　
　
　
　

名

原
案
可
決

日
光
市
今
市
文
化
会
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
の
変
更
に
つ
い
て

議      

案

第

128

号

事　

  

件

議
決
結
果

件　
　
　
　
　
　
　
　
　

名

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

[

日
光
市
立
小
中
学
校
情
報
機
器
購
入
事
業]

議      

案

第

132

号

原
案
可
決

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

[

豊
田
若
林
２
号
線　

外
１
路
線]

議      

案

第

133

号

原
案
可
決

第
２
次
日
光
市
総
合
計
画（
基
本
構
想
）の
変
更
に
つ
い
て

議      

案

第

134

号

原
案
可
決

令
和
２
年
度（
２
０
２
０
年
度
）日
光
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

に
つ
い
て

議      

案

第

140

号

原
案
可
決

第
２
次
日
光
市
総
合
計
画（
前
期
基
本
計
画
）の
変
更
に
つ
い
て

議      

案

第

135

号

原
案
可
決

令
和
２
年
度（
２
０
２
０
年
度
）日
光
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）に
つ
い
て

議      

案

第

141

号

原
案
可
決

令
和
２
年
度（
２
０
２
０
年
度
）日
光
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

に
つ
い
て

議      

案

第

142

号

原
案
可
決

国
に
対
し
て「
妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度
」を
創
設
す
る
よ
う
意
見
書
提
出
を

求
め
る
陳
情

陳　
　

情

第

３

号

継
続
審
査

令
和
２
年
度（
２
０
２
０
年
度
）日
光
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）に
つ
い
て

議      

案

第

139

号

原
案
可
決

令
和
２
年
度（
２
０
２
０
年
度
）日
光
市
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

議      

案

第

138

号

原
案
可
決

令
和
２
年
度（
２
０
２
０
年
度
）日
光
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て

議      

案

第

137

号

原
案
可
決

令
和
２
年
度（
２
０
２
０
年
度
）日
光
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

に
つ
い
て

議      

案

第

136

号

原
案
可
決

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

[

日
光
産
業
団
地
購
入
事
業]

議      

案

第

131

号

原
案
可
決

原
案
可
決

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

[

社
会
体
育
施
設
整
備
事
業
日
光
霧
降
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
リ
ン
ク
路
面
改

修
工
事]

議      

案

第

129

号

原
案
可
決

財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

[

養
護
老
人
ホ
ー
ム
晃
明
荘]

議      

案

第

130

号
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一

般

質

問

荒
川
礼
子
議
員
：
行
政
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
推
進
は
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
仕
事
の
効
率

化
を
図
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
と

捉
え
て
い
る
。
当
市
の
現
状
に
つ

い
て
伺
う
。

近
藤
企
画
総
務
部
長
：
こ
れ
ま
で
、

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
、
図
書
の
予

約
シ
ス
テ
ム
、
公
共
施
設
予
約
・

案
内
シ
ス
テ
ム
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
口
座
振

替
申
込
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
導
入
し

た
。
ま
た
、
国
が
整
備
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
を
一
括
管
理
す
る

「
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
」
を
活
用

す
る
と
と
も
に
、
住
民
票
な
ど
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
行
っ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
図
書
の
予
約
シ

ス
テ
ム
を
除
き
、
利
用
率
が
低
く
、

利
用
者
も
限
定
的
な
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
今
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
課

題
解
決
を
図
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
に

向
け
た
取
組
の
強
化
に
努
め
る
。

議
員
：
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
の
活
用

状
況
と
、
今
後
追
加
を
検
討
し
て

い
く
項
目
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
総
務
部
長
：
ぴ
っ
た
り
サ
ー

ビ
ス
を
活
用
し
て
申
請
で
き
る
も

の
は
子
育
て
関
連
で
12
種
類
、
介

護
関
連
で
２
種
類
の
計
14
種
類
あ

る
。
今
後
、
先
進
自
治
体
の
例
か

ら
ニ
ー
ズ
が
高
い
項
目
な
ど
を
参

考
に
追
加
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員
：
行
政
手
続
き
に
お
け
る
押
印

廃
止
と
書
面
主
義
の
見
直
し
へ
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

企
画
総
務
部
長
：
押
印
に
係
る
全
庁

的
な
調
査
を
行
い
、
実
態
を
把
握

し
た
。
今
回
の
調
査
結
果
を
踏
ま

え
て
条
例
や
規
則
の
改
正
が
必
要

な
手
続
の
確
認
を
進
め
、
国
の
方

針
や
法
改
正
に
適
切
に
対
応
し
て

い
く
。

議
員
：
調
査
の
結
果
か
ら
、
押
印
廃

止
の
現
状
と
、
今
後
ど
の
程
度
、

押
印
の
廃
止
が
可
能
な
の
か
を
伺

う
。

企
画
総
務
部
長
：
既
に
押
印
を
廃
止

し
て
い
る
も
の
及
び
本
人
が
自
署

し
、
押
印
を
省
略
で
き
る
も
の
は

約
40
業
務
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
今

回
調
査
し
た
１
１
０
４
件
の
手
続

き
の
う
ち
、
７
７
９
件
が
押
印
廃

止
可
能
と
の
結
果
か
ら
、
今
後
、

こ
の
調
査
結
果
を
精
査
す
る
と
と

も
に
、
国
、
県
の
動
向
も
注
視
し

な
が
ら
当
市
の
方
向
性
を
定
め
て

い
く
。

行
政
手
続
き
に
つ
い
て

○○○○議員

日光市議会　中継

議員顔写真下の二次元コードを
スマートフォンのバーコード
リーダーで読み取ると、その議
員の一般質問の録画中継を視聴
できます。

掲載内容は質問と答弁を要約したものです。
すべての質問と答弁は市議会ホームページで
視聴できます。

一 般 質 問

荒川 礼子 議員
（公明市民クラブ）

動画視聴▶
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一

般

質

問

大
島
浩
議
員
：
８
月
11
日
に
発
生
し

た
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
の
被
害
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

近
藤
企
画
総
務
部
長
：
今
回
の
突
風

は
、
風
速
が
秒
速
約
42
メ
ー
ト
ル

で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
強
風
に

よ
る
被
害
は
、
住
家
の
屋
根
や
壁

部
分
の
一
部
損
壊
が
４
棟
、
非
住

家
の
全
壊
、
一
部
損
壊
が
５
棟
発

生
し
た
ほ
か
、
日
光
杉
並
木
指
定

木
の
倒
木
も
17
件
発
生
し
た
。

　
　
車
両
被
害
は
、
倒
壊
し
た
並
木

杉
や
、
飛
散
し
た
住
家
の
壁
が
走

行
車
両
に
直
撃
し
た
ほ
か
、
店
舗

等
の
駐
車
場
に
お
け
る
看
板
や
樹

木
の
倒
壊
に
よ
る
駐
車
車
両
の
損

傷
な
ど
が
あ
っ
た
。

　
　
人
的
被
害
は
、
国
道
１
１
９

号
を
走
行
中
の
車
両
へ
の
倒
壊
し

た
並
木
杉
の
直
撃
に
よ
り
、
運
転

し
て
い
た
男
性
が
軽
症
を
負
う
な

ど
、
２
名
の
負
傷
者
が
発
生
し
た
。

議
員
：
幹
線
道
路
の
渋
滞
対
応
及
び

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
総
務
部
長
：
今
回
の
突
風
の
影

響
で
は
、
倒
木
が
発
生
し
、
市
内

幹
線
道
路
４
路
線
に
お
い
て
通
行

止
め
や
片
側
通
行
な
ど
道
路
交
通

市
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

に
混
乱
が
生
じ
た
。

　
　
ま
た
、
広
範
囲
に
わ
た
り
倒
木

が
発
生
し
た
こ
と
や
、
迂
回
路
と

し
て
指
定
し
て
い
た
市
道
が
通
行

規
制
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
円
滑

な
交
通
誘
導
が
図
れ
な
か
っ
た
。

　
　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
道
路
交

通
関
係
機
関
と
更
な
る
連
携
強
化

を
図
り
、
緊
急
時
に
お
け
る
対
応

や
広
域
的
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
に
努
め
て
い
く
。

議
員
：
災
害
の
発
生
状
況
や
被
害
情

報
等
の
市
民
へ
の
提
供
方
法
に
つ

い
て
伺
う
。

企
画
総
務
部
長
：
災
害
に
よ
る
道
路

通
行
止
め
な
ど
の
被
害
情
報
は
、

気
象
警
報
が
発
表
さ
れ
て
い
る
状

況
下
に
お
い
て
は
、
防
災
メ
ー

ル
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

よ
っ
て
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

強
風
に
よ
る
倒
木
等
の
恐
れ
か
ら

緊
急
に
発
令
す
る
避
難
情
報
等
に

つ
い
て
は
、
防
災
メ
ー
ル
の
ほ
か

防
災
用
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
や
防
災

ラ
ジ
オ
等
を
通
じ
て
周
知
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
有
効

な
防
災
メ
ー
ル
に
つ
い
て
、
市
内

の
携
帯
電
話
取
扱
店
の
協
力
に
よ

り
、
登
録
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

佐
藤
和
之
議
員
：
現
在
、
今
市
中
学

校
東
側
の
市
道
は
何
名
の
子
供
達

が
通
学
路
と
し
て
利
用
し
て
い
る

か
伺
う
。

鈴
木
教
育
次
長
：
こ
の
市
道
を
利
用

し
て
通
学
し
て
い
る
児
童
・
生
徒

数
は
38
人
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
、

今
市
第
三
小
学
校
が
９
人
、
大
室

小
学
校
が
４
人
、
今
市
中
学
校
が

25
人
と
な
っ
て
い
る
。

議
員
：
通
学
路
の
斜
面
に
板
枠
が
設

置
さ
れ
て
い
る
が
、
設
置
目
的
、

設
置
後
の
道
路
幅
員
に
つ
い
て
伺

う
。

教
育
次
長
：
平
成
27
年
９
月
の
関

東
・
東
北
豪
雨
の
際
、
今
市
中
学

校
敷
地
東
側
の
斜
面
か
ら
市
道
上

に
土
砂
流
出
が
発
生
し
、
通
行
に

支
障
を
来
し
た
こ
と
に
伴
い
、
地

元
自
治
会
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、

土
砂
流
出
防
止
の
た
め
の
板
枠
を

設
置
し
た
。

　
　
板
枠
設
置
後
の
道
路
台
帳
上
の

幅
員
は
、
狭
い
箇
所
で
３
・
１
メ
ー

ト
ル
だ
が
、
現
況
は
３
・
６
メ
ー

ト
ル
程
度
を
確
保
し
て
い
る
。

議
員
：
板
枠
を
設
置
し
た
こ
と
に
よ

り
、
今
ま
で
道
路
と
し
て
利
用
し

て
い
た
と
こ
ろ
が
利
用
で
き
な
く

な
り
、
狭
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

教
育
次
長
：
道
路
幅
員
に
つ
い
て

は
、
議
員
指
摘
の
と
お
り
、
場
所

に
よ
っ
て
は
狭
い
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
そ
れ
も
含
め
て
対
向
の
避
難

所
を
設
け
て
対
応
し
て
い
る
。

議
員
：
草
が
生
い
茂
っ
て
通
行
に
支

障
が
出
て
い
る
箇
所
が
あ
る
が
、

そ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

北
山
建
設
部
長
：
今
後
、
改
め
て
現

地
調
査
を
行
い
、
境
界
を
確
認
し

た
う
え
で
、
除
草
、
路
面
整
正
を

実
施
し
て
い
き
た
い
。

議
員
：
今
後
、
子
供
達
が
安
心
し
て

通
学
で
き
る
よ
う
市
は
考
え
て
い

る
か
伺
う
。

教
育
次
長
：
通
学
路
の
安
全
対
策

は
、
平
成
25
年
度
か
ら
、
日
光
市

通
学
路
安
全
対
策
協
議
会
を
小
中

学
校
、
自
治
会
、
警
察
署
、
交
通

安
全
の
関
係
者
、
日
光
土
木
事
務

所
で
組
織
し
て
お
り
、
危
険
個
所

を
抽
出
し
、
現
地
調
査
を
し
た
う

え
で
、
対
応
を
検
討
し
て
い
く
流

れ
が
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、

出
来
る
対
策
を
道
路
部
局
と
調
整

し
て
い
き
た
い
。

市
道
今
市
～
塩
野
室
線
の

通
学
路
安
全
対
策
に
つ
い
て

国道 119 号の倒木

動画視聴▶

動画視聴▶

佐藤 和之 議員
（光和）

大島　 浩 議員
（グループ響）
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一

般

質

問

福
田
道
夫
議
員
：
日
光
市
の
平
和
事

業
の
取
組
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

上
中
哲
也
副
市
長
：
平
成
19
年
３
月

に
「
非
核
平
和
都
市
日
光
」
を
宣

言
し
、
本
庁
舎
を
は
じ
め
、
各
行

政
セ
ン
タ
ー
や
市
の
施
設
に
宣
言

文
の
パ
ネ
ル
を
掲
示
す
る
こ
と
に

よ
り
周
知
啓
発
を
図
っ
て
き
た
。

　
　
ま
た
、
毎
年
８
月
の
平
和
月
間

に
は
、
非
核
平
和
パ
ネ
ル
展
、
中

学
生
の
広
島
平
和
記
念
式
典
派

遣
、
広
島
県
及
び
長
崎
県
に
原
子

力
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
日
並
び
に

終
戦
の
日
に
黙
と
う
を
実
施
す
る

な
ど
、
平
和
に
関
す
る
事
業
を
集

中
的
に
実
施
し
て
、「
非
核
平
和
」

の
呼
び
掛
け
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
：
国
に
対
し
て
核
兵
器
禁
止
条

約
の
批
准
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
質
問
す
る
。

副
市
長
：
当
市
に
お
い
て
は
、
平
成

21
年
12
月
に
核
兵
器
の
な
い
世
界

を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
平

和
首
長
会
議
に
加
盟
し
、
世
界
平

和
を
訴
え
る
姿
勢
を
明
確
に
示
し

て
き
た
。

　
　
核
兵
器
を
廃
絶
し
、
世
界
の
恒

久
平
和
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を

行
う
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
幅
広

い
国
民
的
理
解
を
得
な
が
ら
、
慎

重
に
議
論
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る

と
捉
え
て
い
る
。

　
　
条
約
の
批
准
に
つ
い
て
は
、
国

の
安
全
保
障
、
外
交
等
に
関
す
る

専
権
事
項
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
基

本
的
に
国
の
判
断
に
お
い
て
な
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。

議
員
：
今
年
、市
長
は
、「
ヒ
ロ
シ
マ
・

ナ
ガ
サ
キ
の
被
爆
者
が
訴
え
る
核

兵
器
廃
絶
国
際
署
名
」
に
署
名
さ

れ
た
。
平
和
へ
の
思
い
と
国
に
核

兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
す
る
こ
と

を
呼
び
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

大
嶋
一
生
市
長
：
祖
父
が
被
爆
者

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
私
も
原
爆
、

戦
争
と
い
っ
た
も
の
を
身
近
に
感

じ
て
い
た
部
分
は
あ
る
と
思
う
。

核
を
無
く
そ
う
、
平
和
を
保
と
う

の
思
い
は
み
な
さ
ん
と
一
致
す

る
。

　
　
各
国
の
思
惑
が
錯
綜
し
核
兵
器

廃
絶
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
こ

と
は
残
念
に
思
う
。
核
保
有
国
が

真
剣
に
し
っ
か
り
議
論
を
や
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。
国
の
見

解
に
ゆ
だ
ね
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入

　
支
援
に
つ
い
て

瀬
高
哲
雄
議
員
：
平
ケ
崎
地
区
の
養

豚
場
開
設
に
伴
う
悪
臭
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
経

緯
及
び
、
事
業
者
、
地
域
住
民
と

の
間
に
入
り
、
ど
の
よ
う
な
対
応

を
と
っ
た
か
答
弁
を
求
め
る
。

石
川
市
民
環
境
部
長
：
本
年
６
月
、

近
隣
住
民
か
ら
の
相
談
を
受
け
、

養
豚
場
に
立
ち
入
り
し
、
聞
取
り

調
査
を
行
う
な
ど
、
状
況
等
を
確

認
後
、
地
元
自
治
会
に
報
告
し
た
。

　
　
７
月
に
は
、
養
豚
事
業
者
に
よ

る
地
元
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
悪

臭
の
改
善
を
求
め
る
声
が
多
く
上

が
っ
た
こ
と
か
ら
、
養
豚
事
業
者

と
自
治
会
と
の
公
害
防
止
協
定
の

締
結
を
提
案
し
た
。

　
　
協
定
の
締
結
に
当
た
っ
て
は
、

随
時
、
両
者
の
利
害
関
係
を
調
整

し
、
助
言
・
指
導
等
を
行
い
、
９

月
に
協
定
の
締
結
に
至
っ
た
。

議
員
：
事
業
者
と
住
民
と
の
間
で

は
、
根
本
的
な
解
決
に
至
っ
て
お

ら
ず
、
住
民
、
事
業
者
、
行
政
の

三
者
に
よ
る
、
課
題
解
決
に
向
け

た
、
更
な
る
調
整
が
必
要
と
考
え

て
い
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

市
民
環
境
部
長
：
10
月
に
は
、
事
業

者
か
ら
自
治
会
に
対
し
、
ア
ン
モ

ニ
ア
臭
分
解
シ
ー
ト
の
設
置
な
ど

７
項
目
の
環
境
対
策
に
加
え
、
新

た
な
対
策
と
し
て
、
６
項
目
の
提

示
が
あ
っ
た
。

　
　
現
在
、
６
項
目
の
う
ち
、
飼
料

へ
の
微
生
物
資
材
の
添
加
、
送
風

機
に
よ
る
臭
気
の
拡
散
及
び
汚
水

投
入
配
管
の
改
良
の
３
項
目
に
つ

い
て
、
対
応
済
み
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
て
い
る
。

議
員
：
事
業
者
か
ら
示
さ
れ
た
今
後

の
対
策
を
ど
う
判
断
し
て
い
る
の

か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
し
て
履

行
確
認
を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

市
民
環
境
部
長
：
公
害
防
止
協
定
の

環
境
対
策
が
着
実
に
実
行
さ
れ
て

い
る
か
監
視
、
指
導
し
て
い
く
。

　
　
ま
た
、
今
後
履
行
予
定
の
項
目

に
つ
い
て
は
、
進
捗
状
況
を
点
検

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
れ
以
外
の
対
応
は
、
出
来
る
限

り
現
場
に
入
っ
て
確
認
を
し
て
い

き
た
い
。

議
員
：
事
業
者
だ
け
に
対
応
を
任
せ

る
の
で
は
な
く
て
、
臭
気
対
策
の

専
門
家
か
ら
の
助
言
を
得
る
こ
と

は
非
常
に
有
効
で
あ
る
と
捉
え
て

い
る
。
そ
の
必
要
性
を
市
は
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

山
越
観
光
経
済
部
長
：
既
に
畜
産
の

環
境
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら

の
処
方
箋
、
事
業
者
の
対
応
、
対

応
の
検
証
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ

る
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

平
和
事
業
の
推
進
に

つ
い
て

平
ケ
崎
地
区
に
お
け
る

臭
気
対
策
に
つ
い
て

動画視聴▶

動画視聴▶

福田 道夫 議員
（日本共産党）

瀬高 哲雄 議員
（光和）
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一

般

質

問

福
田
悦
子
議
員
：
当
市
で
は
、
が

ん
検
診
受
診
率
目
標
値
を
60
％
に

設
定
し
、
受
診
勧
奨
を
行
っ
て
は

い
る
が
、
が
ん
検
診
実
績
は
全
て

40
％
未
満
で
あ
る
。
今
後
の
が
ん

検
診
率
ア
ッ
プ
へ
の
対
策
に
つ
い

て
質
問
す
る
。

矢
嶋
健
康
福
祉
部
長
：
こ
れ
ま
で
の

受
診
勧
奨
に
加
え
、
商
工
団
体
等

と
の
連
携
に
よ
る
事
業
者
を
通
じ

た
受
診
勧
奨
や
、
夜
間
健
診
の
拡

充
を
検
討
す
る
な
ど
の
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

議
員
：
事
業
者
を
通
じ
た
受
診
勧
奨

や
、
夜
間
健
診
を
ど
の
よ
う
に
し

て
拡
充
し
て
い
く
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
：
受
診
行
動
に
影
響

を
与
え
る
要
因
は
、
検
診
へ
の
理

解
を
深
め
る
、
受
診
環
境
を
整
え

る
、
き
っ
か
け
を
提
供
す
る
の
３

つ
が
大
き
な
要
因
と
言
わ
れ
て
い

る
。
今
後
、
関
係
部
局
、
事
業
者

と
の
調
整
を
進
め
、
実
施
に
向
け

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員
：
健
康
教
育
の
一
環
と
し
て
、

児
童
生
徒
及
び
保
護
者
に
対
し
、

が
ん
の
予
防
に
関
す
る
知
識
の
普

及
啓
発
を
図
る
施
策
に
つ
い
て
質

問
す
る
。

健
康
福
祉
部
長
：
児
童
生
徒
に
つ
い

て
は
、
保
健
の
授
業
に
お
い
て
教

科
書
を
中
心
に
学
習
し
、
平
成
22

年
度
か
ら
市
内
の
小
中
学
校
と
一

部
の
高
校
で
「
喫
煙
防
止
教
室
」

を
行
っ
て
お
り
、
児
童
生
徒
の
理

解
の
向
上
や
、
児
童
生
徒
を
通
じ

た
保
護
者
へ
の
啓
発
の
効
果
が
期

待
さ
れ
る
。

　
　
ま
た
、
中
学
校
で
は
、
新
し
い

学
習
指
導
要
領
が
来
年
度
か
ら
実

施
と
な
り
、
保
健
体
育
科
に
お
い

て
、
が
ん
の
知
識
と
と
も
に
、
健

康
診
断
や
が
ん
検
診
な
ど
で
早
期

に
異
常
を
発
見
で
き
る
こ
と
等
に

つ
い
て
、
生
徒
が
必
ず
学
習
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
引
き
続
き
、
指
導
資
料
の
活
用

に
つ
い
て
の
学
校
へ
の
周
知
等
に

よ
り
、
が
ん
教
育
の
充
実
に
努
め

る
。

議
員
：
が
ん
教
育
に
対
し
て
は
、
が

ん
体
験
講
義
の
方
法
も
考
え
ら
れ

る
が
、
こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

鈴
木
教
育
次
長
：
議
員
提
案
の
外
部

　
講
師
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
健
康

　
福
祉
部
門
と
の
調
整
が
必
要
と
な

　
る
が
、
機
会
を
捉
え
て
積
極
的
な

　
活
用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　（
そ
の
他
の
質
問
）

○
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　（
お
悔
み
コ
ー
ナ
ー
設
置
・
窓
口

サ
ー
ビ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
・
庁

内
Ｂ
Ｇ
Ｍ
導
入
）

が
ん
予
防
対
策
に
つ
い
て

和
田
公
伸
議
員
：
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
に

つ
い
て
の
現
在
ま
で
の
取
り
組
み

と
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

鈴
木
教
育
次
長
：
競
技
団
体
に
対

す
る
補
助
金
交
付
や
、
優
秀
な
指

導
者
の
派
遣
等
を
行
う
ホ
ッ
ケ
ー

エ
キ
ス
パ
ー
ト
事
業
な
ど
を
実
施

し
、
昨
年
度
は
、
合
計
46
回
の
派

遣
を
行
い
、
延
べ
７
４
７
人
が
参

加
し
た
。
ま
た
、
小
学
生
以
下
の

ホ
ッ
ケ
ー
未
経
験
者
の
子
ど
も
た

ち
を
対
象
と
し
た
「
体
験
教
室
」

を
開
催
し
、
昨
年
度
は
２
回
開
催

し
て
延
べ
１
９
４
人
の
参
加
が
あ

り
、
体
力
維
持
、
健
康
増
進
を
目

的
と
し
た
「
か
ら
だ
に
い
い
こ
と

教
室
」
な
ど
の
事
業
も
実
施
し
、

昨
年
度
は
、
合
計
７
回
開
催
し
て

延
べ
１
９
４
人
が
参
加
し
た
。

　
　
新
た
な
取
組
と
し
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

練
習
の
で
き
な
い
小
中
学
生
の
た

め
に
、
ホ
ッ
ケ
ー
エ
キ
ス
パ
ー

ト
が
考
案
し
た
練
習
法
な
ど
を
紹

介
す
る
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
動
画
の
投

稿
を
開
始
し
た
。
11
月
末
現
在

で
、
８
件
の
動
画
を
投
稿
し
、
計

３
１
８
０
回
の
視
聴
が
あ
っ
た
。

議
員
：
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
に
つ
い
て
の

今
後
の
考
え
方
を
伺
う
。

教
育
次
長
：
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
に
つ

い
て
は
、
市
独
自
の
手
厚
い
財
政

支
援
、
人
的
支
援
を
講
じ
て
い
る

と
こ
ろ
だ
が
、
今
後
は
、
市
の
財

政
状
況
を
勘
案
し
、
他
競
技
団
体

と
の
均
衡
等
も
踏
ま
え
た
上
で
可

能
な
支
援
を
継
続
し
、
ホ
ッ
ケ
ー

競
技
の
普
及
と
発
展
に
努
め
て
い

く
。

議
員
：
国
体
に
向
け
た
施
設
の
現
状

と
今
後
の
考
え
方
に
つ
い
て

教
育
次
長
：
国
体
の
開
催
に
向
け
、

競
技
会
場
と
な
る
当
市
の
日
光
運

動
公
園
野
球
場
、
ボ
ク
シ
ン
グ
会

場
の
大
沢
体
育
館
、
霧
降
ス
ケ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
、
細
尾
ド
ー
ム
リ
ン

ク
の
各
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に

平
成
30
年
度
か
ら
着
手
し
、
来
年

度
の
完
了
を
目
途
に
進
め
て
い

る
。
　

　
　
な
お
、日
光
市
ホ
ッ
ケ
ー
場
は
、

人
工
芝
の
摩
耗
に
よ
る
劣
化
が
進

行
し
て
い
る
が
、
国
体
開
催
の
た

め
の
県
施
設
整
備
補
助
金
の
交
付

施
設
に
該
当
し
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
人
工
芝
の
張
替
え
は
、
財
源

確
保
の
点
か
ら
現
時
点
で
は
困
難

で
あ
る
。
今
年
度
は
、
高
圧
洗
浄

に
よ
る
清
掃
を
実
施
し
、
状
態
を

良
好
に
保
つ
こ
と
に
一
定
の
効
果

が
あ
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。

　
　
今
後
は
、
今
年
度
に
改
修
さ
れ

た
隣
接
の
人
工
芝
競
技
場
の
積
極

的
な
利
用
を
促
し
、
日
光
市
ホ
ッ

ケ
ー
場
の
プ
レ
ー
に
支
障
を
来
さ

な
い
よ
う
に
適
正
な
維
持
管
理
に

努
め
て
い
く
。

市
の
特
色
あ
る
ス
ポ
ー
ツ

に
つ
い
て

動画視聴▶

和田 公伸 議員
（光和）

動画視聴▶

福田 悦子 議員
（日本共産党）
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三
好
國
章
議
員
：
総
合
案
内
所
に
か

か
る
経
費
に
つ
い
て
伺
う
。

安
西
財
務
部
長
：
本
庁
舎
は
、
警
備

や
衛
生
管
理
な
ど
、
包
括
的
に
総

合
管
理
業
務
を
委
託
し
て
い
る
。

　
そ
の
な
か
で
総
合
案
内
業
務
分

は
、
月
額
26
万
４
千
円
、
年
額
に

し
て
３
１
６
万
８
千
円
と
な
っ
て

い
る
。

議
員
：
市
の
財
源
が
困
窮
し
て
い

る
の
で
、
財
政
改
革
の
一
環
と
し

て
、
敬
老
祝
金
が
、
88
歳
は
１
万

円
で
あ
っ
た
も
の
が
５
千
円
に
、

１
０
０
歳
は
５
万
円
が
３
万
円

に
、
１
０
５
歳
は
10
万
円
が
５
万

円
と
な
っ
た
。

　
　
無
駄
を
無
く
す
財
政
改
革
な

ら
ば
、
庁
舎
の
総
合
案
内
所
を
廃

止
し
て
、
掲
示
板
を
設
置
し
て
お

け
ば
よ
い
と
の
提
案
が
多
く
の
市

民
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
市

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺

う
。

財
務
部
長
：
総
合
案
内
は
、
来
庁
者

の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
本
庁

舎
の
開
設
に
伴
い
、
新
た
に
設
置

し
た
。
現
在
、
本
庁
舎
に
は
１
日

約
４
５
０
名
の
来
庁
が
あ
り
、
そ

一

般

質

問

阿
部
和
子
議
員
：
当
市
の
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
に
は
、
子
育

て
に
お
け
る
様
々
な
負
担
を
軽
減

し
、
乳
幼
児
期
、
就
学
後
と
切
れ

目
な
い
支
援
が
必
要
と
な
る
。
幼

稚
園
、
保
育
所
等
と
小
学
校
と
の

連
携
を
一
層
強
化
し
、
子
ど
も
の

学
び
の
連
続
性
を
確
保
す
る
こ
と

が
重
要
だ
が
、
市
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

鈴
木
教
育
次
長
：
幼
保
小
の
連
携

に
つ
い
て
は
、
教
職
員
や
保
育
士

等
を
対
象
に
、
毎
年
４
〜
６
回
の

研
修
会
等
を
開
催
し
、
相
互
理
解

を
深
め
る
こ
と
や
、
具
体
的
な
指

導
計
画
の
修
正
等
、
児
童
と
幼
児

の
交
流
活
動
に
つ
い
て
打
合
せ
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
入
学
予
定

の
幼
児
に
関
す
る
情
報
及
び
支
援

に
つ
い
て
の
引
継
ぎ
も
行
い
、
幼

児
教
育
の
段
階
か
ら
小
学
校
に
お

け
る
教
育
へ
の
移
行
を
円
滑
に
す

る
た
め
、
合
併
以
降
継
続
し
て
実

施
し
て
い
る
。

議
員
：
県
が
推
進
し
て
い
る
「
幼
小

ジ
ョ
イ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
次
長
：
平
成
23
年
度
に
県
か
ら

当
該
事
業
の
指
定
を
受
け
、
小
林

小
学
校
と
塩
野
室
児
童
館
を
中
心

と
し
た
連
携
を
推
進
し
て
き
た
。

　
大
学
教
員
か
ら
の
指
導
助
言
を

得
な
が
ら
、
市
教
育
委
員
会
や
保

育
主
管
課
と
県
が
一
体
と
な
り
、

１
年
間
に
わ
た
っ
て
そ
の
連
携
を

深
め
た
こ
と
か
ら
、
市
全
体
の
幼

保
小
連
携
が
さ
ら
に
活
性
化
し
た

も
の
と
捉
え
て
い
る
。

議
員
：
小
学
校
の
新
し
い
学
習
指
導

要
領
で
は
、
社
会
に
出
て
か
ら
も

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
せ
る
よ
う
な

学
校
教
育
を
目
指
し
て
い
る
。
市

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
次
長
：
当
市
は
豊
か
な
自
然
環

境
、
素
晴
ら
し
い
歴
史
や
伝
統
に

恵
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
教
育

の
資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
特
色
あ
る
教
育
活
動
が
十
分

展
開
で
き
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
教
育
活
動
に
創
意
工

夫
を
こ
ら
し
、
社
会
に
出
て
か
ら

も
生
か
せ
る
よ
う
な
資
質
や
能
力

を
身
に
付
け
た
児
童
・
生
徒
の
育

成
に
努
め
て
い
く
。

議
員
：
当
市
の
子
育
て
支
援
、
市
独

自
の
教
育
に
つ
い
て
伺
う
。

大
嶋
一
生
市
長
：
若
い
子
育
て
世

代
の
方
々
は
経
済
的
に
も
大
変
に

な
っ
て
き
て
い
る
と
思
う
の
で
、

で
き
る
子
育
て
支
援
策
は
継
続
し

て
い
き
た
い
。
教
育
に
関
し
て
は
、

若
い
う
ち
は
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
、
自
分
を
試
し
た
後

は
、
故
郷
日
光
に
帰
っ
て
貢
献
を

し
た
い
な
と
思
っ
て
く
れ
る
子
ど

も
が
増
え
る
よ
う
に
し
て
い
け
れ

ば
と
思
う
。

本
庁
舎
１
階
総
合
案
内
所

に
つ
い
て

人
口
減
少
対
策
と
し
て
の
子
育
て

教
育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

の
う
ち
の
約
４
割
、
１
８
０
名
程

度
が
総
合
案
内
を
利
用
し
て
い

る
。

　
　
主
な
業
務
は
、
来
庁
者
が
目
的

と
し
て
い
る
行
先
が
分
か
ら
な
い

場
合
に
要
件
を
確
認
し
、
担
当
課

や
会
議
室
等
を
案
内
す
る
こ
と
だ

が
、
あ
わ
せ
て
市
へ
の
要
望
や
意

見
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ

を
伺
い
、
必
要
に
応
じ
て
担
当
課

へ
引
き
継
い
で
い
る
。

　
　
市
と
し
て
は
対
面
に
よ
る
総
合

案
内
は
、
来
庁
者
へ
の
利
便
性
を

高
め
、
有
効
に
機
能
し
て
い
る
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
と
捉
え
て
い

る
。

議
員
：
教
育
長
に
な
る
以
前
は
、
校

長
と
し
て
ど
こ
に
勤
務
し
て
い
た

の
か
伺
う
。

齋
藤
孝
雄
教
育
長
：
小
林
中
、
今
市

中
、
大
沢
中
の
３
校
で
校
長
と
し

て
勤
務
し
た
。

議
員
：
藤
原
中
に
勤
務
さ
れ
て
い
た

時
、
生
徒
に
大
変
慕
わ
れ
て
い
た

と
の
こ
と
だ
が
、
何
と
言
わ
れ
て

い
た
か
伺
う
。

教
育
長
：
藤
原
中
は
、
初
任
で
赴
任

し
、
43
歳
ま
で
同
一
校
で
勤
務
し

て
い
た
が
、
齋
藤
先
生
と
呼
ば
れ

た
こ
と
は
17
年
間
一
度
も
な
く
、

下
の
名
前
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。

教
育
委
員
会
全
般
に

つ
い
て

動画視聴▶

動画視聴▶

阿部 和子 議員
（市民フォーラム志向）

三好 國章 議員
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一

般

質

問

川
村
寿
利
議
員
：
日
光
市
佐
下
部
地

区
の
太
陽
光
発
電
事
業
の
建
設
工

事
に
伴
う
土
砂
埋
立
工
事
（
特
定

事
業
）
に
お
け
る
申
請
受
付
か
ら

許
可
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
質
問

す
る
。

石
川
市
民
環
境
部
長
：
本
年
３
月
に

許
可
申
請
書
を
受
理
、
４
月
に
現

地
を
確
認
し
、
条
例
及
び
関
係
法

令
を
遵
守
す
る
こ
と
、
地
元
に
対

す
る
事
業
説
明
を
行
い
、
理
解
を

求
め
る
こ
と
な
ど
を
指
導
し
、
許

可
に
至
っ
た
。

議
員
：
特
定
事
業
現
場
周
辺
の
生
活

環
境
保
全
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。

市
民
環
境
部
長
：
土
砂
等
の
埋
立
て

開
始
後
、
事
業
区
域
周
辺
の
巡
回

や
、
場
内
へ
の
立
入
り
を
行
い
、

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
等
が
な
い
か

確
認
し
て
い
る
。
８
月
に
土
砂
等

の
成
分
分
析
を
行
い
、
安
全
基
準

に
適
合
し
た
土
砂
等
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

議
員
：
土
砂
条
例
第
19
条
（
周
辺
住

民
等
へ
の
周
知
）
の
文
言
が
曖
昧

な
た
め
、
行
政
と
事
業
者
、
地
元

自
治
会
等
と
の
間
で
解
釈
の
違
い

が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
規
定
に
あ

る
努
力
規
定
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
環
境
部
長
：
当
該
規
定
は
、
事

業
内
容
を
積
極
的
に
周
知
す
る
よ

う
事
業
者
の
努
力
を
求
め
る
も
の

で
、
必
ず
行
う
こ
と
を
義
務
付
け

る
規
定
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
た

だ
し
、
何
ら
努
力
を
せ
ず
、
履
行

が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、
許
可
取

り
消
し
の
対
象
と
な
り
得
る
。

議
員
：
事
業
者
が
周
辺
住
民
に
理
解

を
得
る
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
環
境
部
長
：
説
明
会
を
催
す
こ

と
や
、
個
別
に
訪
問
し
て
説
明
す

る
こ
と
な
ど
、
事
業
者
が
判
断
し

て
行
う
も
の
と
な
る
。

議
員
：
許
可
申
請
前
に
説
明
会
の
開

催
を
義
務
付
け
る
内
容
に
条
例
を

改
正
す
べ
き
と
考
え
る
が
市
の
見

解
を
伺
う
。

市
民
環
境
部
長
：
今
後
も
残
土
処

分
の
需
要
が
高
ま
る
社
会
情
勢
を

受
け
、
土
砂
条
例
の
改
正
の
必
要

性
を
認
識
し
て
い
る
。
特
定
事
業

の
透
明
性
を
確
保
し
、
安
全
基
準

に
適
合
し
た
土
砂
等
が
埋
め
立
て

ら
れ
、
環
境
保
全
が
図
れ
る
よ
う

条
例
の
一
部
改
正
を
検
討
し
て
い

る
。

齊
藤
正
三
議
員
：
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
企
業
誘
致
の
考
え
方
に
つ
い
て

伺
う
。

山
越
観
光
経
済
部
長
：
中
小
企
業
等

に
対
す
る
資
金
繰
り
支
援
な
ど
、

市
内
経
済
活
動
の
回
復
に
向
け
た

各
種
施
策
に
つ
い
て
、
金
融
機
関

や
日
光
商
工
会
議
所
な
ど
と
連
携

を
図
り
、
重
点
的
に
推
進
し
て
い

る
。
企
業
誘
致
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、

地
域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
に
、

大
変
重
要
な
施
策
で
あ
る
と
捉
え

て
い
る
の
で
、
今
後
も
誘
致
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員
：
日
光
産
業
団
地
、
民
間
未
利

用
地
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
誘
致
の
現

在
ま
で
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

観
光
経
済
部
長
：
日
光
産
業
団
地

は
、
獨
協
医
科
大
学
日
光
医
療
セ

ン
タ
ー
の
移
転
候
補
地
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
と
協
議
し
、

誘
致
活
動
を
見
合
わ
せ
て
い
る
。

　
　
こ
の
た
め
、
平
成
30
年
度
に
工

場
等
立
地
可
能
地
実
態
調
査
を
実

施
し
、
立
地
可
能
な
民
有
地
の
情

報
収
集
を
行
い
、物
件
情
報
を
「
工

場
用
地
情
報
リ
ス
ト
」
と
し
て
整

理
し
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

企
業
等
へ
情
報
発
信
を
行
っ
た
。

昨
年
度
は
、
日
光
市
公
設
地
方
卸

売
市
場
の
跡
地
を
工
業
用
地
と
し

て
、
誘
致
活
動
に
取
り
組
ん
で
き

た
が
、
誘
致
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

議
員
：
日
光
産
業
団
地
は
、
ど
の
よ

う
な
手
法
、
手
順
で
手
掛
け
て
い

く
の
か
組
織
体
制
を
含
め
、
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

近
藤
企
画
総
務
部
長
：
現
在
の
区

画
を
活
か
す
多
数
の
企
業
に
よ
り

構
成
さ
れ
る
複
合
施
設
の
誘
導
等

を
視
野
に
入
れ
、
総
合
政
策
課
を

中
心
に
組
織
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
で
進
め
て
い
く
。
現
在
、

来
年
度
中
に
民
間
企
業
の
提
案
を

募
集
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

議
員
：
企
業
誘
致
に
か
け
る
思
い
に

つ
い
て
伺
う
。

上
中
哲
也
副
市
長
：
当
市
の
良
質
な

水
資
源
、
低
廉
な
地
価
な
ど
の
利

点
を
前
面
に
打
ち
出
し
て
、
首
都

圏
の
企
業
、
工
場
の
地
方
移
転
な

ど
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
誘
致
活

動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
一
般
国
道
１
２
２
号
線
（
足
尾
神

子
内
地
内
、
黒
沢
付
近
）
交
通
事

故
多
発
箇
所
問
題
に
つ
い
て

「
日
光
市
土
砂
等
の
埋
立
て
等

に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
改
正

等
に
つ
い
て

企
業
誘
致
の
今
後
の

　
　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て

日光産業団地

動画視聴▶

齊藤 正三 議員
（市民フォーラム志向）

動画視聴▶

川村 寿利 議員
（グループ響）
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一

般

質

問

斎
藤
久
幸
議
員
：
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
量
を
左
右
す
る

「
要
介
護
度
の
認
定
」
は
、
市
町

村
に
よ
っ
て
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
と

い
う
報
道
が
あ
っ
た
が
、
現
在
の

日
光
市
の
介
護
認
定
の
流
れ
に
つ

い
て
答
弁
を
求
め
る
。

矢
嶋
健
康
福
祉
部
長
：
要
介
護
認

定
は
、
本
人
や
家
族
か
ら
の
要
介

護
・
要
支
援
認
定
申
請
を
受
け
、

市
の
認
定
調
査
員
が
心
身
の
状
況

調
査
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
、
主
治

医
か
ら
身
体
上
又
は
精
神
上
の
障

が
い
の
原
因
で
あ
る
疾
病
等
の
状

況
等
に
つ
い
て
の
意
見
書
を
徴
取

し
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い

て
一
次
判
定
を
行
う
。
次
に
、
医

療
・
保
健
・
福
祉
の
専
門
家
で
構

成
さ
れ
る
介
護
認
定
審
査
会
に
お

い
て
、
一
次
判
定
の
結
果
や
、
主

治
医
意
見
書
等
に
基
づ
く
審
査
に

よ
る
二
次
判
定
を
行
い
、
こ
の
結

果
に
基
づ
い
て
市
が
要
介
護
認
定

を
行
う
。
　

議
員
：
介
護
認
定
後
、
不
服
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
再
審
査
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
短
期
間
の
間
に
介
護
度

の
ラ
ン
ク
が
上
が
っ
た
例
が
あ
る

と
聞
く
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、

頻
繁
に
あ
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
：
認
定
結
果
に
不
服

が
あ
っ
た
場
合
は
、
栃
木
県
に
不

服
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
近
年
、
当
市
で
の
事
例
は
な

い
。
認
定
期
間
中
に
心
身
の
状
態

の
変
化
が
あ
っ
た
場
合
は
、
現
状

に
あ
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
利
用

で
き
る
よ
う
、
窓
口
に
お
い
て
、

要
介
護
度
を
見
直
す
た
め
の
区
分

変
更
申
請
を
案
内
し
て
い
る
。
区

分
変
更
も
、
認
定
申
請
と
同
様

に
認
定
調
査
や
審
査
会
を
行
う
の

で
、
入
退
院
、
疾
病
に
よ
る
心
身

の
状
態
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
短

期
間
で
も
介
護
度
が
大
き
く
変
わ

る
こ
と
も
あ
る
。

議
員
：
獨
協
医
科
大
学
日
光
医
療
セ

ン
タ
ー
の
、
移
転
整
備
計
画
が
示

さ
れ
た
が
、
市
民
か
ら
は
、
現
在

あ
る
医
療
セ
ン
タ
ー
の
医
療
機
能

が
高
徳
に
残
る
の
か
心
配
す
る
声

が
あ
る
が
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長
：
現
時
点
に
お
い
て

は
、
現
在
地
に
お
け
る
医
療
機
能

の
確
保
に
向
け
た
具
体
的
な
内
容

を
説
明
で
き
る
段
階
に
な
い
が
、

日
光
医
療
セ
ン
タ
ー
の
移
転
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
具
体
化
し
て
き
て
い

る
の
で
、
今
後
、
で
き
る
だ
け
早

い
段
階
で
、
具
体
的
な
内
容
を
報

告
で
き
る
よ
う
獨
協
医
科
大
学
と

協
議
を
進
め
る
。

「
介
護
認
定
」
に
つ
い
て

議会の傍聴について
　新型コロナウイルスのまん延防止を図るため、傍聴される方は、
次のことにご配慮をお願いいたします。
・発熱などの風邪の症状がある方や体調がすぐれない方は、傍
　聴をご遠慮ください。
・マスク着用・手指消毒・検温等の実施について、ご協力をお
　願いします。
　なお、感染状況に応じて、議会の傍聴をご遠慮いただく場合
もありますのでご了承願います。
　なお、傍聴受入れの対応が変更になりましたら、ホームペー
ジでお知らせします。

市議会の本会議がスマートフォンなどでご覧になれます
　本会議の様子をインターネット上で生中継しています。
　また、生中継の終了後１週間程度で録画映像を掲載しています。

［くわしくは、議会事務局にお問い合わせください。］
　TEL ０２８８－２１－５１４０（議会事務局直通）
　FAX ０２８８－２１－５１４１
　メールアドレス　gijika@city.nikko.lg. jp

　インターネットに接続している

パソコンやタブレット端末、スマート

フォンなどで、いつでも見ることが

できますので、ぜひ議会の様子を
ご覧ください。

中継トップページの二次元コード▲

次回 日光市議会定例会会期日程予定
【会期 ２月 12日（金）～３月22日（月）39日間】

※この予定は変更となる場合がありますので、
　議会傍聴等は改めて議会事務局にお問い合わせ願います。

問合せ先　0288－21－5140 （議会事務局直通）

２/３

２/12

２/19

２/24

２/25

３/２

３/３

３/４

３/８

３/９

３/12

３/15

３/16

３/22

本  会  議

本  会  議

付　託　委  員  会

付　託　委  員  会

付　託　委  員  会

本  会  議

本  会  議

本  会  議

本会議 /予算審査特別委員会

予算審査特別委員会

予算審査特別委員会

予算審査特別委員会

予算審査特別委員会 /本会議

　陳情締切（17時）

開会・上程・施政方針・議案説明

代表質問・委員会付託

議案等審査

議案等審査

議案等審査

一般質問

一般質問

一般質問予備日

採決 /令和３年度予算案の審査

令和３年度予算案の審査

〃

〃

〃/採決・閉会

水

金

金

水

木

火

水

木

月

火

金

月

火

月

月 /日 会  期  日  程 備          考曜日

現
在
あ
る
日
光
医
療

　
　
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

動画視聴▶

斎藤 久幸 議員
（グループ響）



12月定例会　令和２年度一般会計補正予算（第６号・第７号）を可決

12月定例会で審議された
　　　　　一般会計補正予算の概要

■ 新型コロナウイルス感染防止対策事業
（2,529千円）

■ 首都圏向け誘客促進ＰＲ事業
（100,000千円）

■ 地域資源プロモーション事業
（5,060千円）

■ 農林漁業者経営継続支援事業
　　（16,500千円）

■ ひとり親世帯臨時特別給付金事業
　　　　　　　（45,000千円）

■ ＧＩＧＡスクール通信ネットワーク
　　　　　　整備事業（75,405千円）

■ 冬季誘客促進事業 （7,000千円）

　歳入歳出にそれぞれ１億 8,600 万円（第６号）及
び 4,500 万円（第７号）を追加計上し、予算総額を
543 億 1,200 万円に補正したものです。国の新型
コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を主な
財源として、市として早急に取り組む必要がある事業
に係る経費を計上し新型コロナウイルスの影響で事業
を見送った事業の不用額を整理しています。今回の補
正予算に係る主な事業は次のとおりです。

　感染症患者が発生した市内事業所、学校・保育施
設、高齢者施設等の従業員や入所者等を対象とし、
行政検査の対象とならなかった
方に対するＰＣＲ検査を実施す
ることで、安心して市民が暮ら
し、観光客が当市を訪れること
ができる環境を創出します。

　感染症の影響を受けて低迷した観光産業の復興に
向け、選ばれる観光地として、当市の安全・安心を
含めた新たな観光ＰＲのＣＭなどを、時機をとらえ
て実施することで、観光誘客による市内経済の活性
化を図ります。

　当市を舞台とするアニメーションテレビ番組とタ
イアップし、本編終了後に日光市の地域資源を取り
入れた画像の放映によるプロモーションを実施する
ことで、誘客促進を図ります。

　子どもたちの資質・能力が育成できる教育ＩＣＴ
環境の実現に向け、
小中学校の児童生徒１人１台
のタブレット端末と学校の高
速大容量ネットワーク環境を
整備します。

　冬季の誘客促進に向け、交通事業者と連携し、日
光エリア、鬼怒川エリアにおいて公共交通などのフ
リー乗車をはじめ、観光施設の
無料利用、スタンプラリー等を
実施することで、冬季の魅力発
信と市内経済の活性化を図りま
す。

　既に事業化している国の経営継続補助金における
自己負担分の助成につ
いて、国が事業継続を決
定したことから、２次募
集に併せた不足分を追加
します。

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けてい
るひとり親世帯を支援するため
児童扶養手当受給世帯等へ給付
金を支給します。
（１世帯５万円、第２子
以降1人につき３万円）　

その他の事業： ○ 国民宿舎かじか荘整備事業（3,000千円）
　　　　　　　 ○ 電子図書購入事業（3,000千円）

台
高
を
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正
予
算
の
内
容
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常
任
委
員
会
活
動
報
告

活 動 報 告
　

総
務
常
任
員
会
は
、
10
月
20
日
に

所
管
事
務
調
査
と
し
て
、
令
和
３
年

度
か
ら
開
始
す
る
新
た
な
「
日
光
市

自
治
会
が
行
う
ま
ち
づ
く
り
活
動
支

援
事
業
」
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
、

執
行
部
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

新
た
な
制
度
で
は
、
上
限
額
が
あ

る
も
の
の
、
防
災
に
関
す
る
こ
と
は

全
額
補
助
さ
れ
、
防
災
以
外
の
補
助

率
が
３
分
の
２
か
ら
２
分
の
１
に
な

る
な
ど
大
き
な
変
更
が
行
わ
れ
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
委
員
か
ら
は
、
新

し
い
制
度
が
始
ま
れ
ば
、
自
己
負
担

分
が
増
え
る
こ
と
と
な
り
、
小
さ
な

自
治
会
は
さ
ら
に
制
度
を
利
用
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る

な
ど
の
課
題
が
挙
が
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
実
状
を
把
握
す
る
た
め
、

11
月
27
日
に
足
尾
地
域
自
治
会
長
会

役
員
の
方
々
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
役
員
の
方
か
ら
は
、
小
さ
な

自
治
会
で
は
事
業
費
を
立
て
替
え
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
補
助
金

の
前
払
い
制
度
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い

と
の
意
見
や
、
他
の
自
治
会
が
補
助

金
を
活
用
し
て
行
っ
て
い
る
事
業
の

事
例
集
を
つ
く
っ
て
も
ら
え
れ
ば
よ

り
補
助
金
を
活
用
し
や
す
く
な
る
と

の
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
と
し
て
も
自
治
会
が
補

助
金
を
利
用
し
や
す
い
環
境
を
つ
く

る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
実
現
が
必

要
で
あ
る
と
判
断
し
、
12
月
16
日
に

執
行
部
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

執
行
部
か
ら
は
、
新
し
い
制
度
か

ら
補
助
金
の
概
算
払
い
の
受
付
を
希

望
に
応
じ
て
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、

今
ま
で
配
付
し
て
い
た
冊
子
に
こ
れ

ま
で
の
活
用
事
例
や
補
助
対
象
と
な

る
防
災
リ
ス
ト
を
掲
載
す
る
な
ど
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
図
っ
て
い
く
と
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
と
し
て
は
、
市
の
財
政

状
況
が
非
常
に
厳
し
く
な
る
中
で

も
、
市
民
に
一
番
繋
が
り
の
あ
る
自

治
会
に
お
け
る
市
民
ニ
ー
ズ
の
問
題

を
解
決
し
、
さ
ら
に
自
治
会
が
活
性

化
し
て
い
く
た
め
に
今
後
も
引
き
続

き
所
管
事
務
調
査
事
項
で
あ
る
「
行

財
政
の
今
後
に
つ
い
て
」、
丁
寧
に

調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

日
光
市
議
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
現
在
の
状
況
等

を
考
慮
し
、
今
年
度
の
各
常
任
委
員

会
の
県
外
へ
の
先
進
地
視
察
を
中
止

す
る
替
わ
り
に
、
所
管
事
務
調
査
事

項
に
係
る
議
員
研
修
会
を
開
催
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

民
生
教
育
常
任
委
員
会
で
は
、
11
月

５
日
（
木
）
に
所
管
事
務
調
査
事
項

の
一
つ
で
あ
る
「
高
齢
者
の
健
康
寿

命
の
延
伸
に
向
け
た
、
保
健
事
業
と

介
護
予
防
の
一
体
的
な
取
組
み
に
つ

い
て
」、
栃
木
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
の
職
員
の
方
々
を
講
師
と

し
て
議
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

研
修
会
で
は
、
一
体
的
な
実
施
事

業
に
つ
い
て
、
趣
旨
や
こ
れ
ま
で
の

経
緯
、
こ
の
事
業
に
お
け
る
栃
木
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
し
て

の
位
置
付
け
、
県
内
市
町
の
実
施
状

況
や
課
題
、
先
進
地
事
例
等
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

講
師
か
ら
は
、「
健
康
保
険
法
等

が
改
正
さ
れ
、
一
体
的
に
実
施
す
る

枠
組
み
の
構
築
等
が
行
わ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
市
に
は
事
業
全
体
の
企

画
・
調
整
等
を
担
当
す
る
医
療
専
門

職
と
高
齢
者
へ
の
個
別
支
援
等
を
行

う
地
域
を
担
当
す
る
医
療
専
門
職
の

配
置
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
市
が

独
自
に
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
、

医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
含
む
）、

介
護
保
険
等
の
情
報
を
活
用
し
、
被

保
険
者
一
人
ひ
と
り
の
医
療
レ
セ
プ

ト
、
健
診
デ
ー
タ
、
介
護
レ
セ
プ
ト
、

要
介
護
度
等
の
情
報
、
質
問
票
の
回

答
等
を
一
括
で
把
握
す
る
こ
と
で
、

高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
状
態
等
に
関
す

る
情
報
も
一
体
的
に
分
析
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大

き
な
点
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
庁
内
部
局
間
の
連

携
体
制
の
整
備
、
デ
ー
タ
の
一
体

的
分
析
に
よ
る
地
域
独
自
の
健
康
課

題
、
地
域
の
医
療
関
係
団
体
と
の
連

携
な
ど
の
課
題
も
あ
る
。」
と
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
の
内
容
を
踏
ま

え
、
当
委
員
会
と
し
て
、
今
後
、
さ

ら
に
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

民
生
教
育
常
任
委
員
会

足尾地域自治会長会役員の皆様との意見交換の様子

議員研修会の様子
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常
任
委
員
会
活
動
報
告

常 任 委 員 会
　

観
光
産
業
常
任
委
員
会
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
り
中
止
と

な
っ
た
県
外
先
進
地
へ
の
行
政
視
察

の
代
替
と
し
て
、
11
月
30
日
（
月
）

に
所
管
事
務
調
査
の
一
つ
で
あ
る

「
農
業
の
担
い
手
の
育
成
・
確
保
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
藤
井
大
介

氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
議
員

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
農
業
支
援
会
社
で
あ
る

㈱
フ
ァ
ー
ム
・
ア
ン
ド
・
フ
ァ
ー
ム
・

カ
ン
パ
ニ
ー
と
、
㈱
大
田
原
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
代
表
取
締
役
で
、
農
業
分
野

を
は
じ
め
と
し
た
国
の
専
門
家
会
議

メ
ン
バ
ー
や
有
識
者
懇
談
会
委
員
な

ど
を
務
め
ら
れ
、
各
地
で
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
・
講
演
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

講
師
の
お
話
で
は
、
中
山
間
地
域

で
の
農
業
に
よ
る
農
村
維
持
の
手
法

は
、
個
人
の
取
り
組
み
で
は
難
し
く
、

農
業
法
人
の
収
益
モ
デ
ル
を
作
る
組

織
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
理
由
と
し
て
は
土
地
利
用
型
農

業
が
難
し
い
中
山
間
地
域
で
は
、
農

作
物
の
産
地
形
成
か
ら
加
工
、
ブ
ラ

ン
ド
化
が
必
要
で
あ
る
が
、
ブ
ラ
ン

ド
化
は
組
織
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
出

来
な
い
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
農
業
の
維
持
に
は
、
６
次

産
業
的
な
手
法
が
必
要
で
あ
り
、
組

織
的
な
維
持
の
手
法
と
し
て
は
、
行

政
・
Ｊ
Ａ
に
よ
る
加
工
場
と
商
品
を

作
り
、
作
物
の
地
域
形
成
・
ブ
ラ
ン

ド
化
と
地
域
・
集
落
の
農
業
収
入
の

仕
組
み
作
り
が
必
要
で
す
。
ま
た
個

人
で
の
維
持
の
手
法
と
し
て
は
、
品

物
の
一
つ
と
し
て
の
ア
グ
リ
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
有
効
で
あ
り
、
個
人
単
位
で

農
家
が
欧
州
の
よ
う
な
投
資
型
宿
泊

施
設
を
作
り
、
６
次
産
業
で
個
々
に

農
村
で
収
益
を
担
保
で
き
る
仕
組
み

を
作
る
こ
と
が
必
要
だ
そ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
、
欧
州
で
の
ア
グ
リ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
詳
細
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
合
わ
せ
て
㈱
大
田
原
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
県
北
で
は
農
家
民

泊
の
受
け
入
れ
が
１
８
０
軒
に
も
上

り
、
大
田
原
市
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
の
向
上
や
農
家
民
泊
を
通
じ
た
交

流
や
出
会
い
な
ど
の
相
互
の
効
果
が

得
ら
れ
、
受
け
入
れ
農
家
の
所
得
向

上
に
も
繫
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
を
参
考
に
、
引
き
続

き
農
業
の
担
い
手
の
育
成
・
確
保
に

つ
い
て
の
調
査
・
研
究
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

観
光
産
業
常
任
委
員
会

議員研修会の様子

　国や県、市など地方公共団体に要望や意見等があるときは、どなたでも請願や陳情を提出することが
できます。請願の場合は、日光市議会議員１名以上の紹介が必要になります。陳情の場合は、議員の紹
介は必要ありません。
　取り扱いは、請願・陳情ともに所定の手続きを経て、審査が
必要なものは所管の委員会に付託し審査された後、本会議にお
いて、「採択」または「不採択」を決め、その結果を請願・陳
情者へお知らせします。

請願・陳情って何？

【請願・陳情の提出方法について】
・邦文（日本語による文章）を用いて、趣旨、提出年月日、請願・
　陳情者の住所・氏名（法人の場合はその名称及び代表者の氏名）
　を記載し、押印のうえ、議長あてに提出してください。
　なお、趣旨は簡潔・明瞭に記載してください。

・提出にあたっては、慎重な審査を進めるため、できるだけ請願　
　者・陳情者が議会事務局（本庁舎４階）へ直接ご持参ください。

・受付は随時しておりますが、定例会ごとに締切日がありますの　
　で、詳細については議会事務局にお問い合わせください。
　※請願・陳情書の写しは、一般に公開されます。予めご了承ください。

　　お問い合わせ先：日光市議会事務局
　　TEL：０２８８－２１－５１４０



特別委員会活動報告特策策策染症対染ススルス感ルスス感ルス新型コロナウイルス感染症対策特別委員会活動報告症新型コロナウイルス感染症対策特別委員会活動報策新型コロナウイルス感染症対策特別委員会策型コロナウイルス感染症対策特別委員会活策新型コロナウイルス感染症対策特別委員会活動報告特感染症対策特別委員会活動報染症新型 ロナウイル 感染症対策特別委員会活動報告策特別委員会活動報告策特別症対策症対ルス感染症ス感染ス感染症ス 染症対策特別ルスルルス新型コロナウイ新型コロナウイルス感染症対策特別委員会活動報告
　新型コロナウイルス感染症対策特別委員会は、先の議会だよりにおいて報告いたしました通
り、市に対して３回にわたる要望や、国へ意見書を提出するなど積極的に活動をしてまいりま
した。また、市の新型コロナウイルス感染症対策室等ともひざを交えながら、コロナ禍におけ
る地域活動・市民活動の取り組みや、国の地方創生臨時交付金を使って、この後どのような新
型コロナウイルス感染症対策を行っていくかなど、様々な分野について意見交換を行いました。
その結果、これまでに市のコロナウイルス感染症対策として多くの事業を予算化することがで
きました。加えて、令和２年 12 月定例会においても、当特別委員会が細部にわたり要望して
きた多くの事業についての補正予算が議案として提出され、可決されました。その内容は、感
染症の影響を受けて低迷した観光産業の復興に向け、選ばれる観光地として当市の安全・安心
を含めた新たな観光 PR として、CM などを実施することで観光誘客による市内経済の活性
化を図る「首都圏向け誘客PR事業」として１億円、当市を舞台とするアニメーションテレビ
番組とタイアップし、日光市の地域資源を取り入れた画像の放映によるプロモーションを実施
することで誘客促進を図る「地域資源プロモーション事業」に 500 万円と、長引くコロナ禍
において大打撃を受けた市内経済にしっかりと後押ししていくための事業や、感染症患者が発
生した市内事業所・学校・保育施設・高齢者施設等の従業員や入所者等を対象とし、行政検査
の対象とならなかった方に対する民間事業者の簡易的PCR検査を実施
することで、安心して市民が暮らし、観光客が当市を訪れることが出
来る環境を創設する「新型コロナウイルス感染症防止対策事業」など、
当委員会が求めてきた要望に対し、的確に対応していただいた補正予
算でありました。今後、当特別委員会といたしましては、要望が具現
化した事業の進捗を見守る中で、何が必要なのか、何が的確でさらな
る事業展開が求められるのか、しっかりと検証してまいります。
　昨今の全国や県内のコロナ感染者数の動向を見ますと、第 3 波と言
われる今までにない厳しい状況が続いております。連日、コロナワクチンについての報道がな

されておりますが、ワクチン接種が可能にな
る時期を的確に捉え、接種にあたってどのよ
うな問題があるのか、速やかに接種できる環
境を事前に作っていくためには何をすればい
いのか、あらゆる感染症対策を注視しつつ、
考えられることは事前に議論を深め、より市
民や市内を訪れる観光客に分かりやすくきめ
細やかな対応ができるよう、積極的に活動を
してまいります。
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新
型
コ
ロ
ナ
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イ
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ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員
会



▶11月 ５日 ○所管事務調査
　事項に係る研修会の総括に
　ついて
▶11月17日 ○所管事務調査
　事項（ＩＣＴを活用した学
　力向上について）
▶12月 ４日 ○付託議案審査
　（総務常任委員会との連合
　審査）
▶12月 ７日 ○付託議案等審
　査
▶12月10日 ○陳情第３号に
　ついて

▶11月10日 ○所管事務調査
　事項に係る研修会について
▶11月30日 ○所管事務調査
　事項に係る研修会の総括に
　ついて
▶12月 ８日 ○付託議案審査

▶10月13日 ○議場を使った
　イベントについて
▶10月27日 ○新型コロナウ
　イルス感染症対策ついて
▶10月 ４日 ○新型コロナウ
　イルス感染症対策ついて
▶11月24日 ○令和２年12月
　定例会について（陳情等）
▶11月26日 ○令和２年12月
　定例会について（会期日程等）
▶12月11日 ○令和２年12月
　定例会の日程追加について

▶10月13日 ○日光市子ども・
　子育て支援事業計画の進捗状
　況について
▶11月10日 ○日光市におけ
　る新型コロナウイルス感染症
　対策について
▶11月26日 ○令和２年12月
　定例会提出予定案件について
▶12月11日 ○令和２年12月
　定例会の提出予定追加議案に
　ついて
▶12月16日 ○日光市におけ
　る新型コロナウイルス感染症
　対策について

▶10月 ７日 ○10月25日発行
　広報紙について
▶10月27日 ○アンケート調
　査について
▶11月30日 ○１月25日発行
　広報紙について

（10月～12月）議会のおもな動き

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、
一
向
に
収
束
す
る
気
配

も
見
せ
ず
、
そ
の
猛
威
は
と
ど

ま
る
と
こ
ろ
を
し
り
ま
せ
ん
。

識
者
に
よ
る
と
、
年
末
年
始
が

山
場
だ
と
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
栃
木
県
や
日
光
市
に
お
い

て
も
同
様
で
あ
り
、
今
後
に
つ

い
て
も
、
感
染
予
防
に
は
万
全

の
態
勢
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

全
世
界
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

ワ
ク
チ
ン
の
開
発
に
関
す
る
報

道
が
な
さ
れ
、
日
本
に
お
い
て

も
早
け
れ
ば
、
今
春
か
ら
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
始
ま
る
可
能
性
が

見
え
て
き
ま
し
た
。
当
然
、
接

種
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は
弱
者

や
高
齢
者
か
ら
だ
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
一
刻
も
早
く
実
現
さ
れ

る
こ
と
を
切
望
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
日
光
市
民
の
皆
様

に
と
っ
て
、
穏
や
か
で
素
晴
ら

し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈
念

す
る
と
同
時
に
、
市
議
会
と
し

て
も
全
力
を
尽
く
し
て
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。
（
Ｉ
・
Ｔ
）

編

集

後

記

編

集

後

記

▶10月20日 ○所管事務調査
　（行財政の今後について）
▶11月17日 ○公共施設の統
　廃合（文化会館３施設）につ
　いて
▶11月27日 ○足尾地域自治
　会長会役員との意見交換（日
　光市自治会が行うまちづくり
　活動支援事業について）
▶12月 ４日 ○付託議案審査
　（民生教育常任委員会・観
　光産業常任委員会との連合
　審査）
▶12月 ４日 ○付託議案審査
　（新型コロナウイルス感染
　症対策特別委員会との連合
　審査）
▶12月 ４日 ○付託議案審査
▶12月10日 ○執行部との意
　見交換について
▶12月15日 ○所管事務調査
　事項に係る研修会の総括につ
　いて
▶12月16日 ○執行部との意
　見交換（日光市が行うまちづ
　くり活動支援事業について）

▶10月 ５日 ○所管事務調査
　事項（高齢者の健康寿命の延
　伸に向けた、保健事業と介護
　予防の一体的な取り組みにつ
　いて）
▶10月 ５日 ○現地調査
　　　　　　　(鬼怒川小学校)

総務常任委員会

観光産業常任委員会

議員全員協議会

広報広聴委員会

議会運営委員会

民生教育常任委員会
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議
会
の
お
も
な
動
き



会会会議議議議会議議 っっっ市議会ってどんなトコ？
市議会ってなあに？どんなことをしているの？会議はどこでしているの？
そんな皆さんの疑問にお答えするため、議会を知ってもらうための体験ツ
アーが、「来て！見て！ギカイ探検」です。

【来て！見て！ギカイ探検について】
１．対 象 者
　日光市民（小学６年生までは保護者同伴でお願いします） 
２．日　　時
　申込者の希望する日時。
　ただし、議会の行事がない日に限ります。
３．申込方法
　電話やメールで事前に議会事務局へ申し込んでください。
　（氏名・年齢・電話番号・参加人数を確認します。） 
４．所要時間
　１時間程度を予定（議会の仕組みの説明、傍聴席・議
場の見学、表決体験、　操作室見学、議長室や議員控室
の見学、議会中継・会議録検索システムの紹介）

本会議に手話通訳者を配置できます
　本会議を傍聴する際、手話通訳を希望する方から事前に申し込みがあれば、
議場または傍聴席への手話通訳者を配置します。（とちぎ視聴覚障害者情報
センターに手話通訳者の派遣を依頼します。）
　なお、場合によっては派遣を受けられないことがあります。

　議場の傍聴席には、音・声が聞きとりにくい方、補聴器をご利用の方等が、音や話し声が聞き
やすくなる設備（磁気ループ）を備えています。
　専用の補聴器の貸し出しも行っておりますので、希望する方は議会事務局に申し出てください。
（貸し出しの際は氏名・電話番号の記入をお願いします。）

磁気ループ対応の補聴器を貸し出します

こ
の
広
報
誌
は
自
然
保
護
の
た
め

ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

〈日光市議会事務局〉
電　話：０２８８－２１－５１４０
メール：gijika@city.nikko.lg.jp

お問合せは

来て！見て！ギカイ探検
手話通訳者の申し込み

手話通訳

このボタンで賛成・反対を
示すんだよ

採決結果はこの表示板で
わかるみたい！
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